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一土匙剃用の．麩渉息
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　この報告の月櫓鼠・遜臼の承す叡うに三三地回・を主ヒして地形ヒ土他辮用の面

ヵ＼ら汚零す属とこ引砺乱しφ・しこの地両。三三報告廊・曳で興旅藤

δ変r事・喫は訪賓を畔べ比する工．叢細書が蔽菜のヰ1こ瓜五翻ミ存在する点であ

った・。この報告で艮工集｛（超す乙解鴫博始ど行わ此ていず、工寒立：鰹♂）基一莚

一を／濁す廻’下ノKヒェ煮入．」ロの‘面で農村の構亀ヒ囲・脈めあ・愚．熱しl二ついて老．耗瞥・

れ蕎千のタ参療を行っtにすぎないが、工業に井マる興藪斌蛍捲魚ヒなった為

に戯下しも麹：形的に設と守った単位ヒ．ばノ名護：すことの石き憶い広域を有毛：地｝

鰻矧、して擁するヒ比なった∴

調査国威博彫切やく伊鮮葛姻候部葦泥する旧劇（その位置を占め七

喬の愛鷹束め三三両火回峡昔鮭南北1・擾い扇状地柱の平野力旧知二肛し
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・て療る．この扇状地盤のギ：三三御三傷線捲：野駅村近がら倫きっ（雇津市；比お

に至；る黄噸コ珪ヒ塊，llヒの合回状地一《ある斌甲既1（形成期を過蒼ておりご蒙）｝｝

撹牢獄畔よって着レく侵鮭・頴つつあ乱き胤コの舶状地ぱ緬＼ら軸
可琵全に一読き惣のでは栂く、は“壷剛＝走るま海樽諌を脆とむて大体その

北側で減やヤ・ト趨だk呼んで、・る拭，禰測冠華燭派琶β対慮約ヒ層次らしい

もめ漣全く認められない。ζれ建前画図織三島鯖流斜地薮禦ぐヒ蒋在し扇

状瓢礫層ぶ早馬元の廠傾形を鬼全に覆し・隠すこヒ御でヨてい駄・為1て・乏め彩、

鱈姻顔状地面ユ：　の・1＼挙試となって蝿われているヒいう墾由によ愚ものて」慰

階ρ起幽中磁憩いもの締状地の勲て葛状φ熔岩血ヒして昏働（繭、

三騒儲躍この齢挺碗域礎護の形態に繰を与える朕ヒ．麟
に富累石嚇る蔚1て鼓妊蔵濡才（層ヒ．なり豪商断線三島歎の質量ゐ＼ら啓貫ムに向

う北東一々而の方砲にこの熔嶺添内の地下＊ド趣困ずる非常に湧旨く選の豊

筋想飢下米露顕、所謂三島湧集欝が仔在する．雷（…圏燗倹?ﾌ湧泉群裡本邦鼠

大と蓄われ、一日平・均’蔚ノ22がトンの仁心K量力℃あるバ、これらρ臼愁薦凄くは

祐断噸曾移辱旗章さ姓ることみψい，三島岡辺の豊霧想雄下木を立地無

煙ヒしていると畜われる訪績その他の工莱妹工期潮木ヒして類集の臨くを辻

三するρ延麟撒く各回湯寄儲の中の地下硬くを井’戸によク（二採蘇してい：る・

　、馬装惣域の勉矧1磁税に丞べた肩状地面の他に地復の形態や凝積物覆など

の異碕に従、＼，く虫薗麓綬科鶏な壁書斜面・矯底平野・一日灯直．海岸段玄

鞠．藻海量｛協類したバ、訊らの無形礪ヒま地利用ヒの翻嘱比較幻聴

楽な拍瞬《係が誌められる．1即ちオく副＝平癒当な傾斜地庵ある火山出撃霰（斜

翻二樹窃乍地が谷直平野を麟eめとする平底剰極書盈思草趨レ急斜竈騨菰

地ヒ慧っている涛翠竹面ヒ慰水雷バあまり東片しな。・のポ著通蚕あるポ・∫

こ碗域では囎バ薄いCヒ順河齪無用し繍木路に恵設れて臆認
寂ビの理由ハらが、・K温がはく発逢レてい為。またこめ粛拭池面上の土地剰

朗の半・分、近くの面衝ヵe都奄；群落諏び適路、なビ～こよって益診られてい，るが、、こ

磁橘癖がぬ地固訟盤岸によって蘭燈された東函交通のネソクの箪婆な劇心

ヒむて兆重してきた交通集颯ヒしての三a象＆びをの岡皿ヒこの：交通薦対慧裟

ヒ煎ヒ盛べた地下）Kの誓｝在ヒに原囚すゑ。二〔察龍帯ヒ．しての同地嶺の催格F

由制す謁めに働照ら魚・。た左’し工業用地の占める面積黙黙広d設：

辛く・耕恵面積刎燐験ら承ぐ6暴藁筆草薮軋工桑地帯ヒしての特亀鶴

載ムエ叢炎業眉盛度や産綱ど麟人勲ビの面徽係さ紋い匙
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